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座標平面上の円 C1 : x2 + y2 = 1および放物線C2 : y = cx2 +1を考える．ただし c

は正の定数とする．さらに円 C1上に 2点A(0, 1)，B

( √
3
2

, − 1
2

)
をとるとき，次

の問いに答えなさい．

(1) 点 B における円 C1 の接線が放物線 C2 に接する．定数 c の値を求めなさい．

(2) (1)の接線の C2 上の接点を P とする．点 P の座標を求めなさい．

(3) 次の 3つの線で囲まれた部分の面積を求めなさい．

• 円 C1 上の点 Aと点 Bを結ぶ弧のうち，短い方

• 放物線 C2 の点 A から点 Pの部分

• 線分 BP
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【答】

(1) c = 1
4

(2) P
(
2
√
3, 4

)
(3)

3
√
3

2
− π

3

【解答】
C1 : x2 + y2 = 1

C2 : y = cx2 + 1 (cは正の定数)

(1) B

( √
3
2

− 1
2

)
における円 C1 の接線 lの方程式は

√
3
2

x− 1
2
y = 1

∴ l : y =
√
3x− 2

である．これが放物線 C2 と接するから，2次方程式

cx2 + 1 =
√
3x− 2

∴ cx2 −
√
3x+ 3 = 0 …… 1⃝

は重解をもつ． 1⃝の判別式を D とおくと

D = 3− 4 · c · 3 = 3(1− 4c)

であり，D = 0より

c = 1
4

……（答）

である．

(2) 接点 Pの x座標は，c = 1
4
のときの 1⃝，すなわち，x2 − 4

√
3x+ 12 = 0 の重解であり

x = 2
√
3

である．したがって，Pの y 座標は

y = 1
4
(2
√
3)2 + 1 = 4

であり，Pの座標は

P
(
2
√
3, 4

)
……（答）

である．



2

(3) 与えられた部分は右図の斜線部分である．

A

B

P

2
√
3

4

Q −2

2
3
π

x

y

O

∠AOB = 2
3
π であり，直線 l と y 軸の交点は

(0, − 2) である．この点を Qとおくと，求める面
積 S は，放物線 C2 の A から P の部分と 2 線分
AQ，PQで囲まれた部分の面積から，三角形OBQ
と扇形 OABの面積を除いたものである．

S =

∫ 2
√
3

0

{(
1
4
x2 + 1

)
− (

√
3x− 2)

}
dx

− 1
2

· 2 · 1 · sin π
3

− 1
2

· 12 · 2
3
π

= 1
4

∫ 2
√
3

0

(x− 2
√
3)2 dx−

√
3
2

− π
3

= 1
4

[
1
3
(x− 2

√
3)3

]2√3

0
−

√
3
2

− π
3

= 2
√
3−

√
3
2

− π
3

=
3
√
3

2
− π

3
……（答）

である．


